
新年の ～教育長室から～

島の人々のウェルビーイング（ ）を願って

謹んで新年のお慶びを申し上げます。

町民の皆様におかれましては、かねてより本町の学校教育並びに

社会教育行政にご理解とご支援を賜り衷心より御礼を申し上げます。

昨年は、本町においても新型コロナウイルスが蔓延し、学校の休業や社会教育関係施

設の閉館、関係行事の中止や制限など様々な影響を受けました。特に社会教育はその多

くが町民の参加があってはじめて成り立つ活動であり、コロナ禍の中で改めて「日常の

もつ力」について考えさせられました。

冒頭の「ウェルビーイング（well-being）」とは、世界保健機関（WHO）憲章の草

案の中にもあり、個人またはグループが身体的、精神的、社会的に良好な状態を意味す

る概念で、幸福という意味合いで使われることもあります。

シマの結（ ゆ ）の心にも通じるこの言葉は、島の先人たちが思いやりの心や人の

絆を大切にし、幾多の困難な時代を乗り越えた英知を示すものです。

歴史的には、学校教育制度より先立つ社会教育の中で、シマ社会に構造的に培われた

力でもあると私は考えています。

私たちが望む未来とは、様々な思いがあると思いますが、今年こそ徳之島が子どもや

孫の代までウェルビーイング well-being であるよう願わずにはいられません。
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「一人一学習」「一人一健康」「一人一奉仕」をめざして

社会教育だより

!! 郷土資料館へ ～生涯学習センター３階～

郷土資料館では、来館者に楽しんでいただける雰囲気づくりに取り組んでいます。

エレベーター（階段）を上がると、大きく「徳之島町立郷土資料館」の文字と、島内

の方々が作った竹細工などの作品などを展示しています。

表示は職員の手書きによるもの。手書きの文字は趣がありますね。
今月の題字
「心のごはん」等も
職員の手書きです。

子どもサイズ「みのかさ」

を着てみましょう



気分転換を取り入れましょう

島の先人たちが語り継いだテーキの１つに「歌や気慰め(歌には人の心を鎮める力がある)」

とあります。生活は厳しくとも、厳しいからこそ気慰め＝気分転換が必要でした。

コロナ禍と言われる現在、ストレスを感じる場面も多々あることでしょう。身体を動

かす活動、読書、芸術鑑賞などは気分転換につながります。

社会教育課・関係団体が12月に計画していた行事は、実施見送りまたは中止となり

ましたが、自分なりの気分転換を取り入れて過ごしていきましょう。

心を合わせろ！ひみつきち作り 12月5日〈町ジュニア・リーダークラブ「てぃだまい隊」主催〉

ダンボールや木材等を材料として、子どもたちが力を合わせて秘密基地を作る計画でした。

てぃだまい隊のメンバーは小学校高学年～高校生。メンバーたちは、あらかじめイベント企画の方法

等を学び、やりたいことを自ら企画し、参加者を募集し、準備に取り組んできました。

クリスマスおはなし会 12月6日〈町立図書館主催〉

毎年、図書館主催の「クリスマスフェスタ」を開催し、吹奏楽の演奏や子どもたちの舞台

発表を行っています。コロナ禍においても、規模を縮小して「おはなし会」を開催する予定でした。

中学生が芸術に触れる機会づくり 12月11日〈文化庁「文化芸術による子供育成総合事業」〉

文化庁が選定した文化芸術団体による公演を行う事業です。公演当日に中学生と団体の共演も予定し

ていましたが、団体が来島しての事前ワークショップ（共演の準備）ができませんでした。東天城中学

校の生徒たちは、あらかじめ送られたＤＶＤを見ながらエイサーの練習に取り組んできました。

文化会館での一般向け公演 12月11日・18日〈町文化会館主催〉

町文化会館では沖縄歌舞劇団 美による「太陽の花」ならびに「人形劇ひょっこりひょう

たん島」の公演を予定していました。

子育て家庭応援「ほっとひといきタイム」 12月12日〈町家庭教育支援チーム「つむぎたい」主催〉

学校のPTAの合間の時間に、保護者の皆さんが気軽に立ち寄ることができる場を作る予定でした。母

間小学校において、ゆるっと子育てトークや、Tシャツリメイクかんたんエコバッグ作り体験を計画し

ていました。

今年4月に小学校へ入学する児童の保護者の方々に宛てて、小学校の先生たちから、入学

に向けた準備や、これからの学校生活で大事なこと、お子さんと向きあううえでの大切なポ

イントをお聞きしました。

人と比べない。今そこにいるあなたが大切。

周囲と比べない。今、ここで元気でいてくれる子どもの存在そのものの大切さ。
子どもに伝わるように いつもいつも お話してあげてほしいです。そして、

いろいろな場所に送り出しましょう。

小学校から保護者のみなさまへ伝えておきたい大切な

誰かと話すことは気分転換の１つですが、悪口や差別につながる内容はいけません。
ひとを傷つける誹謗中傷は決して許されるものではありません。

かぶ ちゅら てぃだ

★12月に予定していた行事を紹介します★


